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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
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む 

第
15
回 

流
人

る
に
ん

帳
を
読
む 

 
 
 
 

流
罪
人
名
帳 

三
宅
島 

三 

自
弘
化
四
年
至
元
治
元
年 

 
 
 
 

請
求
番
号
：
江
戸
明
治
期
史
料 

６
５
６
―
９
―
１
―
３ 

 

東
京
都
公
文
書
館
で
は
、
東
京
都
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る

八
丈
島
民
政
資
料
を
は
じ
め
、
代
表
的
な
地
誌
で
あ
る
「
八
丈
実
記
」
や
伊
豆
諸
島

が
静
岡
県
か
ら
東
京
府
へ
移
管
さ
れ
た
際
の
引
継
文
書
等
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
令

和
５
年
（
２
０
２
３
）
３
月
に
は
、
新
た
な
史
料
集
『
東
京
都
公
文
書
館
資
料
叢
書
』

の
第
１
巻
と
し
て
、
明
治
初
年
に
島
々

を
巡
回
調
査
し
た
日
誌
や
記
録
、
戸
数

や
人
口
・
産
物
・
風
俗
な
ど
を
取
り
調

べ
て
提
出
さ
せ
た
明
細
（
大
概
）
帳
な

ど
の
史
料
を
収
載
し
た
「
明
治
初
年
の

伊
豆
諸
島
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。 

こ
の
刊
行
を
記
念
し
て
、
企
画
展

「
伊
豆
諸
島 

～
歴
史
・
文
化
、
そ
し

て
今
」
を
開
催
し
ま
し
た
（
令
和
６
年

７
月
19
日
―
９
月
17
日
）。
こ
こ
で
は
、

本
展
示
史
料
の
中
か
ら
江
戸
時
代
の

「
流
人
帳
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

「
流
人

る
に
ん

帳
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て 

当
館
が
所
蔵
す
る
流
人
に
関
す
る
史
料
に
は
、「
流
人
明
細
帳
」
や
「
流
人
証
文
」、

「
流
人
在
命
帳
」
な
ど
様
々
な
文
書
類
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
流
人
が
江
戸

を
発
っ
て
か
ら
島
に
到
着
し
、
島
内
で
生
活
を
送
り
、
そ
し
て
赦
免
も
し
く
は
死
亡

す
る
ま
で
の
間
、
流
人
を
管
理
す
る
た
め
に
作
成
・
授
受
さ
れ
た
文
書
が
網
羅
さ
れ

て
い
ま
す
。
史
料
を
読
む
前
に
、
ま
ず
流
人
に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
構
造
に
つ

い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

罪
を
犯
し
た
者
「
流
人
」
は
、
奉
行
所
か
ら
遠
島
（
罪
人
を
島
に
送
り
、
社
会
か

ら
隔
離
す
る
刑
罰
。
伊
豆
七
島
や
五
島
列
島
、
隠
岐
・
壱
岐
な
ど
に
配
流
さ
れ
ま
し

た
が
、
の
ち
に
八
丈
・
三
宅
・
新
島
・
隠
岐
の
み
と
な
り
ま
し
た
。）
の
裁
き
を
受
け

た
後
、
島
割
帳
と
い
う
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
出
帆
前
日
に
流
刑
先
が
申
し
渡
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
幕
府
か
ら
の
金
銭
や
身
寄
り
か
ら
の
届
け
物
が
与
え
ら
れ
、
適

宜
医
師
か
ら
薬
が
処
方
さ
れ
ま
す
。 

流
人
船
は
幕
府
が
民
間
船
を
手
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
寛
政
８
年
（
１
７
９
６
）

に
伊
豆
七
島
嶋
方
会
所
が
開
設
さ
れ
る
と
、
流
人
の
搬
送
も
担
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
流
人
の
搬
送
に
際
し
、
流
人
の
名
前
や
元
の
居
住
地
・
身
分
・
年
齢
が
書

き
上
げ
ら
れ
、
八
丈
島
の
地
役
人
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
①
「
流
人
証
文
」

と
い
う
文
書
で
す
。 

流
人
は
ま
ず
三
宅
島
に
搬
送
さ
れ
、「
三
宅
島
流
人
」
と
「
八
丈
島
流
人
」
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
、
流
人
の
名
前
・
旧
居
住
地
・
身
分
・
年
齢
の
ほ
か
、
宗
門

や
罪
状
、
遠
島
の
申
し
渡
さ
れ
た
日
な
ど
を
一
人
別
で
書
き
上
げ
た
も
の
が
②
「
流

罪
人
名
帳
」
で
す
。
武
家
や
僧
侶
は
花
押
、
庶
民
ら
は
爪
印
を
押
し
て
、
記
載
内
容

に
間
違
い
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
ま
し
た
。
吟
味
中
で
入
牢
し
て
い
る
者
や
流
人
は

印
を
所
持
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 
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八
丈
島
に
到
着
す
る
と
、
流
人
を
各
村
に
割
り
当
て
る
た
め
に
③
「
流
人
村
割
帳
」

が
作
成
さ
れ
ま
す
。
流
人
に
対
し
、
名
主
宅
や
村
役
場
で
島
の
法
度
や
流
人
の
掟
な

ど
が
申
し
渡
さ
れ
た
後
、
罪
状
な
ど
を
聞
い
て
「
科
書
（
と
が
が
き
）」
が
作
成
さ
れ
、

地
役
人
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
も
と
に
島
役
所
で
管
理
す
る
台
帳
と
し

て
作
成
さ
れ
た
文
書
が
、
④
「
流
人
科
書
」
で
す
。 

流
刑
は
原
則
、
無
期
限
で
あ
っ
た
た
め
赦
免
も
し
く
は
逃
亡
す
る
以
外
は
島
内
で

生
涯
を
終
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
村
で
は
、
島
民
と
区
別
し
て
流
人
を
管
理
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
増
減
や
移
動
を
把
握
す
る
た
め
に
⑤
「
流
人
在
命
帳
」

が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
他
、
流
人
の
赦
免
や
出
島
、
死
亡
に
関
す
る
情
報
を
管
理
し
た
「
流
人
御
赦

免
并
死
亡
覚
」
や
、
流
人
へ
送
ら
れ
た
金
銭
や
物
品
を
記
録
し
た
「
流
罪
之
者
被
下

銭
并
雑
物
届
帳
」
も
作
成
さ
れ
、
文
書
に
よ
る
徹
底
し
た
管
理
体
制
が
構
築
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
「
流
人
帳
」
の
う
ち
、
今
回
解
読
す
る
の
は
、
か
つ
て
大
島
支
庁
の
三

宅
島
出
張
所
に
保
存
さ
れ
て
い
た
②
「
流
罪
人
名
帳
」
で
す
。
そ
れ
で
は
、
史
料
を

読
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

         

 

１
．
史
料 
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２
．
解
読
文 
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（
前
略
） 安

政
三
辰
四
月
十
二
日 

 

三
木
勘
解
由
様
御
掛 

三
宅
嶋
流
人
源
吾
舩 

千
村
無
宿 

入
墨
村
次
郎
事 

一
禅
宗 

喧
𠵅 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
五
郎
（
爪
印
）
坪 

夘
四
十
二
歳 

下
小
金
井
村 

 
 

 
 

慶
應
四
辰
年 

 
 

無
宿 

一
真
言 

博
奕 

 

五
月
六
日
御
赦 

 

小
次
郎
（
爪
印
）
伊
豆 

被
仰
渡
候 

 
 

 
 

 

夘
三
十
八
歳 

大
間
々
町 

無
宿 

一
同 

 

博
奕 

病
死 

 
 

 
 

 
 

宇 

吉
（
爪
印
）
同 

夘
三
十
六
歳 

田
畑
村 

無
宿 

一
同 

 

博
奕 

嶋
抜 

 
 

 
 

 
 

竹
次
郎
（
爪
印
）
阿 

夘
二
十
五
歳 

（
後
略
） 

   

 

３
．
資
料
解
説 

冒
頭
に
記
さ
れ
る
人
物
、
三
木
勘
解
由
（
か
げ
ゆ
）
は
、「
諸
向
地
面
取
調
書
」

（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
「
御
船
手
（
ふ
な
て
）
」
と
い
う
職
務
に
就
い

て
い
ま
し
た
。
船
手
は
、
幕
府
が
所
有
す
る
船
舶
の
管
理
や
運
用
を
統
括
す
る
役

職
で
、
寛
永
９
年
（
１
６
３
２
）
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
船
奉
行
か
ら
編
成
さ
れ
、

文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
三
木
が
管

理
す
る
船
の
一
つ
で
、
三
宅
島
へ
流
人
を
搬
送
す
る
船
を
任
さ
れ
て
い
た
、
船
頭

と
推
測
さ
れ
る
源
吾
な
る
人
物
の
船
に
乗
り
、
搬
送
さ
れ
た
流
人
が
数
名
書
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

一
つ
書
き
の
直
ぐ
下
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
流
人
の
宗
旨
（
宗
門
・
宗
派
）

で
す
。
今
回
の
場
合
、
吉
五
郎
は
禅
宗
、
そ
の
他
の
三
名
は
真
言
宗
で
し
た
。
罪

状
は
博
奕
（
賭
博
）
で
、
そ
の
下
に
は
朱
筆
で
「
病
死
」
や
「
嶋
抜
（
し
ま
ぬ
け
）
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
病
死
は
そ
の
ま
ま
の
意
味
で
、
搬
送
さ
れ
る
厳
し
い
状
況

の
中
、
病
に
罹
り
亡
く
な
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
先

述
の
と
お
り
、
前
も
っ
て
薬
を
渡
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
島
抜

は
遠
島
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
島
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
で
、
島
破
り
な
ど
と
も

言
い
、
捕
ら
え
ら
れ
た
場
合
は
死
罪
と
な
り
ま
し
た
。 

 

流
人
の
一
人
目
は
相
模
国
大
住
郡
千
村
（
現
神
奈
川
県
秦
野
市
）
の
無
宿
吉
五

郎
、
二
人
目
は
武
蔵
国
多
摩
郡
下
小
金
井
村
（
現
東
京
都
小
金
井
市
）
の
無
宿
小

次
郎
、
三
人
目
は
上
野
国
山
田
郡
大
間
々
町
（
現
群
馬
県
み
ど
り
市
）
の
無
宿
宇

吉
、
四
人
目
は
田
畑
村
（
現
住
所
不
明
）
の
無
宿
竹
次
郎
と
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
四
人
の
身
分
は
い
ず
れ
も
無
宿
、
つ
ま
り
町
人
や
百
姓
で
人
別
帳
か
ら
除
外

さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
戸
籍
が
無
い
者
た
ち
で
し
た
。
ま
た
、
爪
印
の
下
に
記
載
さ
れ
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る
「
坪
」
や
「
伊
豆
」
、
「
阿
」
は
三
宅
島
内
で
割
り
当
て
ら
れ
た
村
名
を
指
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
坪
田
村
・
伊
豆
村
・
阿
古
村
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
流

人
の
名
前
の
下
に
見
ら
れ
る
「
夘
（
卯
）
」
は
当
年
の
干
支
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
搬

送
さ
れ
る
前
年
の
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
時
の
年
齢
が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

さ
て
、
四
人
の
中
で
下
小
金
井
村
の
小
次
郎
に
つ
い
て
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
す
、
多
摩
地
域
の
侠
客
と
し
て
知
ら
れ
る
「
小

金
井
小
次
郎
」
の
こ
と
で
す
。
小
次
郎
は
、
文
政
元
年
（
１
８
１
８
）
に
下
小
金

井
村
の
名
主
関
勘
右
衛
門
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
博
徒
と
し
て
名
を
上
げ
、
武

蔵
・
相
模
に
わ
た
る
大
親
分
と
な
っ
た
人
物
で
す
。 

 

小
次
郎
は
、
安
政
３
年
４
月
12
日
に
、
博
打
の
罪
で
三
宅
島
へ
流
罪
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
、
小
次
郎
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
伊
豆
村
は
、
比
較
的
湧
水
地
が
少

な
く
、
姉
ヶ
浜
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
桶
を
頭
上
に
乗
せ
て
水
汲
み
を
す
る
よ
う
な

厳
し
い
環
境
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
島
民
の
姿
を
見
る
に
忍
び
ず
、
私
費
を
投
じ

て
井
戸
を
設
け
ま
し
た
。
そ
の
井
戸
と
そ
れ
を
讃
え
た
石
碑
が
現
在
も
残
さ
れ
て

い

ま

す

（

三

宅

島

観

光

協

会

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
m
i
y
a
k
e
j
i
m
a
.
g
r
.
j
p
/
s
e
e
/
w
e
l
l
-
k
o
g
a
n
e
i
k
o
j
i
r
o
/

）
。 

 

罪
状
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
小
次
郎
は
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
５

月
６
日
に
赦
免
さ
れ
ま
し
た
。
お
よ
そ
12
年
間
三
宅
島
で
生
活
を
送
り
、
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
た
妻
や
娘
、
母
・
妹
を
引
き
取
る
こ
と
を
求
め
て
、
認
可
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

そ
の
後
、
小
次
郎
一
家
は
ど
う
な
っ
た
か
と
言
い
ま
す
と
、
明
治
７
年
（
１
８

７
４
）
６
月
に
再
び
三
宅
島
へ
戻
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
小
次
郎
が
、
伊
豆
村
に

あ
る
普
済
院
の
住
職
池
田
俊
道
か
ら
薪
炭
を
製
造
す
る
た
め
に
資
金
を
借
用
し
た

史
料
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
同
年
七
月
三
日
に
噴
火
災
が
発
生
し
、
神
着
村
東
郷
地
区
を
中
心
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
当
館
所
蔵
の
「
静
岡
県
引
継

伊
豆
七
島
書
類
」
（
６
５
６
―
１
２
―
０
１
―
２
８
）
を
み
る
と
、
「
炭
焼
立
方
」

と
し
て
雇
わ
れ
て
い
た
関
小
次
郎
が
麦
五
俵
を
寄
附
し
、
足
柄
県
か
ら
褒
賞
が
与

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
流
人
小
金
井
小
次
郎

は
改
め
て
関
小
次
郎
と
し
て
、
三
宅
島
の
島
民
の
暮
ら
し
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

〈
主
要
参
考
文
献
〉 

 

・
池
田
信
道
『
三
宅
島
流
刑
史
』
（
１
９
７
８
年
、
小
金
井
新
聞
社
） 

・
工
藤
航
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